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公的統計調査の個票データから匿名データを作成する際には、開示リスクを軽減するため、様々な

統計的開示抑制（SDC: Statistical Disclosure Control）を講じている。その一つとして、トップコー
ディングとボトムコーディングがある。これは、各変数に対し上限値（または下限値）を設定し、そ
の境界値以上（または以下）のデータを一つの階級としてまとめる手法である。これにより、極端に
大きな（または小さな）値のデータを秘匿することができる。 
しかしその一方で、上限値（または下限値）による情報損失が問題となる。例えば実際のデータが

複数の分布から成る場合、境界値を分布の境界に設定すると、秘匿された分布を公開されたデータか
ら推測することが出来なくなる。 
そこで、本研究では、トップコーディングとボトムコーディングの境界値検証のため、決定木とChow

検定を組合せることで、適切な境界値を探索する手法について、シミュレーションデータを用いて考
察した。 
詳細な結果については、報告当日に発表する。 
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図 1 シミュレーションデータを用いた決定木による層分けの例 


